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Abstract 
The current study sought to examine the influence of pragmatics on music education by reconsideration of Dewey’s 
theories of art, art education, and communication. Dewey was an American philosopher, pragmatist, and pedagogist 
who examined interactions between environment and organisms from the position of monism. Dewey claimed that art 
was not a “product” that only exists outside of common experience, but “the work of art” that occurs in common 
experiences. In addition, Dewey regarded the work of art as a phenomenon that expresses quality. Based on this notion, 
the current study considered Dewey’s theories and the educational theory applying them, revealing the following 
findings: (1) Dewey’s theory of art was based on the collateral response (motor neuronal response or habit which has 
already been formed), (2) teachers or instructors are regarded as part of the environment, and can be considered as the 
agents who present samples or objects of imitation (Azuma, 2015), (3) Nishizono (2015) included heteronomous 
purpose, and emphasized the content of feeling the “goodness of the work of art”, and (4) Nishizono regarded the 
qualities of the work of art as being interpreted uniformly. The current findings indicated that a gap could be created 
between the interpretation of the addresser and that of the addressee, from the perspective of pragmatics. In addition, it 
is possible that learners’ considerations might be changed by perceiving music or dance, which are presented by the 












記号論は，C. W. モリス（Charles William Morris）によって三領域―実用論・意味論（semantics）・統辞論
（syntactics）に区分された（Morris 1938, pp.6-7）。このうち，実用論では「この音は私が『演奏しやすい』
と思っているものだ」というように，記号と使用者（発信者および受信者）との関係が扱われる。実用論
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る。笠松・江川（2002）によれば，デューイはワトソンの行動概念―生物体が自然から刺激（図 1 の S）
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図 1 ワトソンの行動概念（左部）およびデューイの行動―反射弧概念（右部）／笠松・江川 2002, p.66 より引用 
 
デューイはしばしば「経験主義」という思潮の中で，個人と社会の相互依存関係を踏まえながら認知・
発達理論を提唱した人物とされるが（テルストロム／川島訳 1985, p.272），経験論も図 1（右部）の反射弧
概念からきている。デューイは「生物体と環境の結びつき・相互作用＝経験」であると述べ（Dewey 1958 
/1929, pp.4a-1; 2005 /1934, p.22），更に二種類の経験を提唱した。生物体と環境の区別がない状態を「一次的
経験（primary experience）」と呼び，調和が保たれているものと見なした。そこから生物体が疑念・問題・
不安を感じ，反省的思考を行うことによってそれらを詳細化・説明・解決していく状態を「二次的経験
（secondary experience）」と呼んだ（Dewey 1958 /1929, pp.4-5, 8）。 
二次的経験と呼ばれる状態では，生物体と環境は区別されている。そこから相互作用・調整によって再
度区別のない状態（一次的経験）へ戻ろうとする。この過程を幾度か経て，経験の完全状態とされる「一
つの経験（an experience）」に達する（Dewey 2005 /1934, pp.36-37）。芸術もこの「一つの経験」である。芸
術は，自然に属する低次元の素材から一次的・二次的経験の連続を経て成就する過程である（Dewey 1958 












西園 2015, p.178 より引用（補足説明を一部省略，下線部は筆者） 
 





（Dewey 1958/ 1929, p.263）。生物体の中に入っている状態では，感覚的質はまだ潜在的・予想的なもので
ある。しかし，これに言語が加わることにより，客観化された「直接的性質（immediate quality）」になると
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 なお，デューイは感覚的質にもとづいた表現活動に関して 2 つの条件を示している。彼は感情を直接的
に発散する行動と表現行動を区別し，前者が後者に発展する為には「並存的反応（collateral response）」と

























































図 2 デューイの意味生成における身体の機能（東 2015, p.35 より引用） 
 










（Dewey 2005/1934, pp.36-37）。 
 「生成の原理」は，表現活動に関するデューイの理論を前提としている。デューイは，表現活動を含む




（Dewey 2005 /1934, pp.60-63）。西園はデューイの理論に依拠しながら，外部世界と内部世界という両側面








力等が培われるような経験を重視した（水原 2010, p.118）。一方，授業が「学習者主体型（being pupil-centered）」
5で進行することが多く，後に「這い回る経験主義」と揶揄されるようになる（同, p.127）。 
デューイの理論の根幹は生物体―環境の相互作用であり，教育の定義は「経験の意味を増価させ，引き

















































西園 2015, p.21 より引用（下線部および･･･は筆者） 
 
















































































他領域の記号論に基づいた芸術論・教育論（例：意味論の第一人者として挙げられる S. K. ランガー / 









方といった，コミュニケーションに関する事項が一部挙げられる（伊藤 2016, p.11）。 
4 パースの論文集からの引用については，「CP 巻数・パラグラフ番号」という表記が慣例となっている。 
5 McMurray (1956) より“being pupil-centered”を引用した（p.108）。 
6 代理（standing for-）は，個々の記号が担う主要な作用である（加藤 1983, p.21）。また，この他に記号は
指示（referring to-）も行う。 
7 学習指導要領（H29 年告示）を参照すると，特性や印象，雰囲気等の受信については「感受」という言
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